
期 日：平成30年8月11日（土）9:00～12:00
会 場：可動堰や操作室など
内 容：可動堰や堰の操作室などをガイドと一緒に巡り、クイズに答えながら堰の役割について学びました。
主催者：信濃川河川事務所
参加者：12人

大河津分水イベントレポート2018

大河津分水親子堰の見学会

１．イベント概要

さらに、実際に川が流れていた部分にも特別
に立ち入り、旧可動堰のゲートに埋め込まれ
た、約90年前のプレートを確認しました。

最初に資料館の分水路模型前で、施設の位置等の説明を行いました。

普段は入ることのできない旧可動堰のスペー
スに立ち入り、その役割や現場主任であった
宮本武之輔について説明しました。

信濃川大河津資料館4F展望室でクイズシートが配布され、内容の説明を受けたあとに実際に周辺施設を巡り
ました。各施設ごとにガイドがあり、クイズのヒントが隠されていました。途中、雨模様となりましたが、皆
さんの「行きたい！」という要望があり、最後まで予定通りに巡ることができました。

２．イベント状況

旧可動堰から役割を引き継いだ現在の可動堰
では、「ゴォーッ」という音ともにゲートが
動き出した瞬間に立ち会うことが出来ました。

堰の操作室では、大きなモニターに映し出さ
れた情報をもとに、毎日24時間体制で堰の操
作を行っていることを説明しました。

在で、普段は何をしているのだろうと
思っていましたが、実際には細かい操作
をしており、その苦労や重要性が良く分
かりました。また、子どもたちが退屈し
ないように工夫してガイドしていただい
たので、子どもも洪水の時に堰の操作室
を思い出すと思います。 （燕市在住）

参加者の声

資料館に戻り、クイズの答え合わせを行った
後に、堰カードと分水路スケールをプレゼン
トしました。

堰の操作室に
入ってみたかっ
たので、今回参
加してみました。
堰はいつもあっ
て当たり前の存


